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装置の概要： 

 本装置は、被検体の表面形状の 3D 立体画像を 10nm 以下の深さ感度で測定します。計

測可能深さは 3.5mm です。横方向測定範囲は高分解能モードでは 4mm×4mm 、通常分解

能モードでは 8mm×8mm です。横方向の測定範囲はカスタマイズ可能です。強い鏡面の

ような反射体から弱い反射体の測定を可能にするため、測定感度を大きなダイナミック

レンジで変更できます。被検体の傾きと、対物レンズ光学系の非平坦性（テレセントリ

ックからのずれ）を、測定後、連続的補正することができます。これにより、深さ方向

と横方向の距離が正確に測定できます。 

 濃淡表示の表面形状表示図（表面プロファイル図）の上に縦横のカーソルが表示され

ており、それらに沿った表面起伏の 1 次元起伏図（プロファイル図）が表示され、任意

の 2 点間の深さと横方向の距離が計測可能です。（3 次元立体視形状が表示されます） 

 また 7×7 のガウス型フィルター（任意のフィルターに変更可能）が使用でき、必要

な場合は画像を平滑化できます。 

 表面検出の最適アルゴリズムは、被検体の反射率と形状により調整が必要ですが、被

検体の特徴に合わせてカスタマイズ可能です。 

 

OCT 測定画面と表面形状（プロファイル解析画面）： 

 3 次元表面形状精密測定装置は OCT 計測を基本としています。通常の OCT 計測は組織

の内部断層画像を撮像し、内部構造の検査を行いますが、表面形状測定装置は、OCT 測

定の表面反射信号のピーク位置の深さを検出して行います。従って、検出分解能は断層

画像撮像の分解能より格段に高くなります。例えば、OCT 分解能が 10µm であっても、

表面検出の感度 10nm が可能です。 

測定の一例について説明します。被検体は、アルミ板にドリルの下穴用のポンチで作

成した穴です。OCT 測定画面を図 1 に示します。金属ですので、OCT プローブ光は内部

に入らず表面のみで反射されます。この反射のピークの位置（深さ）を各測定点で決定

し、金属表面の位置とします。図 1の OCT 画面上で、角状の部分から下方に表面とは異



なる画像が伸びていますが、このような表面とは関係ない信号が発生するのは、金属表

面の窪みを OCT 撮像したときによく見られます。これらは、本来の表面信号とは関係な

い信号で、これらを除外するアルゴリズムを使用します。 

 

 

図 1 

 

 図 1 の左上部のタブをクリックして、OCT 測定からプロファイル処理に変えると、図

2の表面計測処理（プロファイル処理）の画面に切り替わります。 
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 図 2 で番号を付けた各設定やグラフについて説明します。①は、表面計測処理を表面

検出の最適値を変えて再実行するためのボタン群です。②は、表面形状信号にフィルタ

ーを適用して平滑化するときに用います。③は、試料の傾きと、歪みからのずれの補正

を確認するグラフです。これらは補正が可能です。④は、表面形状の濃淡表示です。縦

横の変更が可能で、カラーモードもできます。このグラフ上のカーソルに沿って、深さ

や横幅が計測できます。⑤は、表面形状の深さと横幅を計測する画面です。2 つのカー

ソルの交点間の深さと幅を決定できます。このグラフの右横に、横方向の距離と深さ（高

さ）の数値が表示されます。⑥は、3次元立体視形式の表面形状表示グラフです。左右

反転、傾き調整、線濃度の変更、色変更などができます。⑦は、傾き、歪み補正、ファ

イター補正などを行った後の表面形状を保存するためのスイッチです。 

 図 3 は、ポンチ穴の深さや幅を計測した例です。 

 

 

図 3 

  



各種測定例： 

 市販の光学精度の金ミラーを測定した例を図 4に示します。2mm 幅の領域で凹凸度は

約 100nm 以下であり、規格<λ/4 に合致しています。 

 

図 4 

 

 スライドガラス上の 2枚のカバーガラスの段差測定の例を図 5に示します。段差は

287µm と計測され、1枚のカバーガラスの厚さは約 144µm と評価できます。ただし、カ

バーガラス間とスライドガラスとの間に空隙があり、それらは別途、計測する必要があ

ります。 
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 アルミ板の表面をケガキ棒でけがいた溝の深さと幅の計測例を図 6 に示します。 
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 ケガキ溝の、任意の場所での幅と深さの計測例を図 7に示します。 
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 6mm のネジの、OCT 測定画面を図 8 に示します。金属光沢のある窪み形状では、OCT

画像に、本来の表面反射の他に複数反射の信号が観測されることが多いです。 
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 6mm のネジの表面形状（プロファイル）測定画面を図 9に示します。 
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